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　Ⅰ　緒　　　　　言

　ニホンナシ (Pyrus pyrifolia Nakai) ‘ なつひめ ’
は、鳥取県が育成した青ナシである ( 登録番号第
15412 号 )。我が国におけるナシ栽培は ‘ 幸水 ’( 金
戸，1959)、‘ 豊水 ’( 梶浦ら，1974) など糖度が
高い品種が多く栽培されており、消費者はより甘
い品種を好む傾向にある ( 澤村，2006) ことから、
本県では ‘ 二十世紀 ’ よりも糖度の高い青ナシ品
種である ‘ なつひめ ’ の開発及び産地への普及を
進めてきた。
　産地への導入は当初、栽培面積・出荷量共に順
調に増加したが、次第に頭打ちとなった ( 第１
図 )。その要因として ① ‘ なつひめ ’ の収穫時期
が本県の主要品種である ‘ 二十世紀 ’ と重なるた
め、収穫・選果作業が一時期に集中すること②両
品種の外観が似ており、‘ 二十世紀 ’ のネームバ
リューに圧倒され、その特徴を活かした販売がで
きないことが考えられた。

　このような状況を受けて、‘ なつひめ ’ の収穫
時期を前進化させ、‘ 二十世紀 ’ より早く出荷す
る目的でジベレリン処理やエテホン液剤の散布、
ハウス栽培といった熟期促進技術を試行したが、
果実肥大や着色向上等の効果は得られるものの、
糖度上昇効果が得られなかった ( 高濱ら ,2008；
西村ら ,2008；池田ら ,2008)。
　一方、様々な樹種で果実肥大や着色向上による
収穫時期の前進効果が認められている環状剥皮
( 河合ら，2009；山根，2008) が ‘ なつひめ ’ に
おいても同様の効果が確認できたため、報告する。

　Ⅱ　材料および方法

　試験は 2014 年～ 2019 年の 6 年間、鳥取県園
芸試験場の淡色黒ボク土ほ場に植栽された ‘ なつ
ひめ ’ を供試して、以下 6 つの試験を行った。
　各試験共通の耕種概要として、露地栽培で、人
工受粉を行い、その約 20 日後から粗摘果および
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仕上げ摘果を行った。環状剥皮処理後は、剥皮部
にビニールテープを巻いて保護し、8 月下旬には
除去した。果実調査には有袋果実 (5 月下旬に小
袋、6 月中旬に大袋を被袋 ) を供試した。
１．環状剥皮による糖度上昇効果と剥皮時期の検
討 (2014)
　環状剥皮による糖度上昇効果の確認と、効果的
な処理時期を明らかにするため、12 年生の ‘ な
つひめ ’ を供試した。
　環状剥皮は主枝単位で処理し、1 樹内に処理時
期の異なる 2 区と無処理の 3 処理区 (6 月下旬、
7 月中旬、無処理 ) を設け、試験規模は 4 反復と
した。処理区に従い 6 月 30 日と 7 月 18 日に環
状剥皮を行い、8 月 11 日、8 月 18 日、8 月 25
日に各区 10 果 / 樹を収穫し、果実品質 ( 果重、
糖度、果色、硬度、変形、日焼け ) を調査した。
２．剥皮幅の検討 (2015、2018 年 )
　糖度上昇効果の高い剥皮幅を明らかにするため
1.1cm、2.5cm、5.0cm の幅で環状剥皮を行った。
　2015 年は 13 年生 ‘ なつひめ ’ を供試し、1 樹
内に処理幅の異なる 3 処理区 (2.5㎝、5.0cm、
無処理 ) を設け 5 反復で実施した。7 月 14 日に
主枝部に対し環状剥皮を行い、8 月 10 日、8 月
17 日、8 月 24 日に各区 10 果 / 樹を収穫し、果
実品質 ( 果重、果色、糖度、硬度 ) を調査した。
　2018 年は 16 年生の ‘ なつひめ ’ を供試し、1
樹内に 3 処理区 (1.1㎝、2.5cm、無処理 ) を設
け 3 反復で実施した。7 月 17 日に環状剥皮を行
い、8 月 10 日と 8 月 15 日に各区 20 果 / 樹を収
穫し、果実品質 ( 果重、果色、糖度、硬度 ) を調
査した。また、剥皮直後から 10、13、17、20、
24 日後にビニールテープを剥がして癒合程度を
観察した。
３．剥皮による糖度上昇効果が持続する期間の検
討 (2016 年 )
　剥皮による糖度上昇効果が持続する期間を明ら
かにするため、14 年生の ‘ なつひめ ’ を供試し、
当年剥皮区、前年剥皮区 ( 調査年の前年に剥皮を
行い、当年は行わない ) 及び無処理区を同一樹内
に主枝単位で設定し、5 反復で試験を実施した。
　8 月 8 日、8 月 15 日、8 月 22 日に各区 12 果
/ 樹を収穫し、糖度を調査した。環状剥皮処理は、
前年及び当年ともに 2.5cm 幅で 7 月 14 日に行っ
た。
４．ジョイント仕立て樹への剥皮方法の検討
(2015 ～ 2016 年 )
　ジョイント仕立て樹における効果的な剥皮方法
を明らかにするため、9 年生の ‘ なつひめ ’ を供

試し、①主幹部に環状剥皮を行った「剥皮区」、
②剥皮区に隣接して連結されているが剥皮は行わ
ない「隣接区」、③連結された同一樹列内に剥皮
された樹が含まれない「無処理区」を設定し ( 第
2 図 )、剥皮区は主幹部に対し 7 月 14 日に 2.5cm
幅で行った。
　8 月 8 日、8 月 15 日、8 月 22 日に果実を収穫し、
糖度を調査した。反復は設けず「剥皮区」3 樹、「隣
接区」2 樹、「無処理区」5 樹から各区 8 ～ 12 果
を供試した。
５．同一樹体への連年剥皮処理が樹体の生育に及
ぼす影響 (2015 ～ 2019 年 )
　同一樹体への連続 ( 連年 ) 剥皮処理が樹体に及
ぼす影響を検討するため、連年処理区と無処理区
を設定した。
　連年処理区は 13 年生 (2015 年当時 ) の樹を用
いて 2015 年から 2018 年までの 4 年間、同一樹
の主幹部に対して 7 月中旬に 2.5cm 幅の環状剥
皮を行った。2019 年 5 月 22 日に葉色、側枝先
端の新梢葉枚数、果台からの新梢発生率、新梢停
止率を調査した。試験規模は各区 3 反復とした。
６．剥皮後の癒合不良が樹体生育に及ぼす影響
(2017 ～ 2018 年 )
　剥皮部の癒合不良が樹体生育に及ぼす影響を明
らかにするため、7 月 17 日に主幹部へ 2.5cm 幅
の環状剥皮を行い、剥皮後に形成されたカルスを
9 月 21 日、10 月 19 日に 0、50、100% の割合
で人為的に除去した。
　翌年の 5 月 25 日にカルス除去を行った区と無
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処理区 ( 環状剥皮未実施樹 ) の葉色、側枝先端の
新梢葉枚数、果台からの新梢発生率、5 月 30 日
に新梢停止率を調査した。試験は各区 16 年生 2
樹、11 年生 1 樹の 3 反復とした (2018 年当時 )。

　Ⅲ　結　　　　　果

１．環状剥皮による糖度向上効果と剥皮時期の検
討
　環状剥皮により、6 月下旬・7 月中旬ともに無
処理より糖度が上昇したが、7 月中旬に剥皮を
行った方が糖度は高かった ( 第 3 図 )。7 月中旬
処理区は無処理区と比較して糖度が約 0.6 度高く
推移し、約 1 週間早く出荷基準糖度に到達した。
　環状剥皮を行った区では 8 月 11 日時点で無処
理区より果重が大きく、果色の進みが早い傾向が
みられた。その他の果実品質に無処理区との差は
認められなかった ( 第 1 表 )。
２．剥皮幅の検討
　全ての処理幅において無処理区より糖度が高
く、処理幅の違いによる糖度差は認められなかっ
た ( 第 4 図 )。また、処理の有無や処理幅の違い
によるその他果実品質への影響は認められなかっ
た ( 第 2 表 )。
　処理幅の広狭に関わらず剥皮直後からカルスの
形成が見られ、完全に癒合するまでにかかる期間
は 5cm 幅の方が 2.5cm 幅より 1 週間程度長かっ
た ( 達観調査 )。また、処理幅 1.1cm と 2.5cm
を比較すると、剥皮 10 日後には両区ともに厚さ
1mm 程度のカルスに覆われ、木部が見えなく
なった。その後の癒合速度に差は認められなかっ
たことから、今回の試験からは処理幅 2.5cm 以
下での癒合速度の違いは判然としなかった ( 第 5
図 )。

３．剥皮による糖度向上効果が持続する期間の検
討
　前年剥皮区の糖度は無処理区と同等であり、調
査期間を通じて当年剥皮区より 0.4 ～ 0.7 度低
かった ( 第 6 図 )。
４．ジョイント仕立て樹への剥皮方法の検討
　隣接区と無処理区の間に顕著な糖度差は認めら
れず、剥皮を行っていない両区は調査期間を通じ
て剥皮区より 1 ～ 1.3 度低かった ( 第 7 図 )。
５．同一樹体への連年剥皮が樹体の生育に及ぼす
影響
　全ての調査項目 ( 葉色、新梢葉枚数、果台から
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新梢発生率、新梢停止率 ) で連年剥皮区と無処
理区との間に有意な差は認められなかった ( 第 3
表 )。
６．剥皮後の癒合不良が樹体生育に及ぼす影響
　100% 除去区の葉色、果台からの新梢発生率は
他区と比較して有意に低く、同区は早期に新梢伸
長が停止したため、5 月 22 日時点での新梢停止
率は他区より有意に高かった。0％除去区と 50%
除去区は全ての調査項目で無処理区との間に有意
な差は認められなかった ( 第 4 表 )。

　Ⅲ　考　　　　　察

　‘ なつひめ ’ に対する環状剥皮処理の糖度上昇
効果が認められ、6 月下旬処理より 7 月中旬処理
の方が効果が高いことが明らかとなった。本県に
おける ‘ なつひめ ’ の基準糖度は 11.5 度と定めら
れており、‘ 二十世紀 ’ との差別化を図るために
もこの基準をいかに早く超えるかが収穫期前進化
のカギであった。本試験では、7 月中旬処理の糖
度は 8 月 10 日頃には無処理より約 0.6 ～ 0.7 度
高くなった。さらに、この値を ‘ なつひめ ’ の日
糖度上昇値 0.091 度 ( 杉嶋ら ,2011) で除すると、
6.6 ～ 7.6 日の前進となることから 7 月中旬に環
状剥皮を行うことで出荷時期を無処理より 1 週間
程度早めることができると考えられた。
　処理幅については、1.1cm ～ 5.0cm の範囲で
は糖度上昇効果に差が無いことが明らかとなっ
た。癒合期間に関しては、1.1cm 幅と 2.5cm 幅
の差は判然としなかったが、5.0cm 幅での処理
は 2.5cm 幅より 1 週間程度長く日数を要してい

る。ブドウでは処理幅が狭いほど癒合期間が短
く、剥皮幅を広くすると癒合不良が発生する恐れ
があると報告されている ( 山根 ,2007) ことから、
広い幅での処理は癒合不良のリスクがあることを
考慮すると 1.1 ～ 2.5cm の範囲で処理を行うこ
とが妥当と考えられた。また、環状剥皮による糖
度上昇効果は処理を行った当年限りであることか
ら、毎年処理を行う必要がある。
　環状剥皮処理した樹は、葉で生産された同化産
物の根への移行が一時的に遮断され、果実への
分配が促されるとされている。ジョイント仕立
ては樹体間で通導組織が連結しているものの、各
樹で独立性が保たれており樹体間の養分移行は少
ないことが明らかとなっており ( 弦間 ,2012；井
上 ,2015)、この独立性により処理樹から無処理
樹へ同化産物の移行が少なかったことが、隣接樹
まで効果が及ばない要因と考えられた。そのため、
安定した効果を得るためには全ての樹に対して剥
皮処理を実施する必要がある。しかし、ジョイン
ト仕立ては植栽本数が多く、毎年すべての樹に剥
皮を行うことは現実的では無いため、今後より簡
易な剥皮方法の検討が必要である。
　4 年間連続で環状剥皮を行った樹の葉色や新梢
発生は無処理樹と同等であったことから、環状剥
皮の連年処理は樹体生育に影響を及ぼさないと考
えられた。しかし、剥皮後に形成したカルスを全
除去した樹では明らかな樹勢低下が確認されたた
め、癒合不良樹や樹勢の弱い樹に対しての処理は
控える必要がある。また、ノコギリで剥皮を行う
際、木部まで傷が入ると癒合不良を起こすため
( 遠藤ら，2018)、実施にあたっては十分留意す
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る必要がある。

　Ⅴ　摘　　　　　要

　ニホンナシ ‘ なつひめ ’ の収穫時期を前進化さ
せるため、環状剥皮の効果や有効な処理時期や方
法、樹体への影響等を調査した。
　7 月中旬に ‘ なつひめ ’ の主幹部に対して 1.1
～ 2.5cm 幅で環状剥皮を行うことで、翌年の樹
体生育に影響を与えることなく糖度を早期に上昇
させ、出荷時期を無処理より 1 週間程度早めるこ
とができた。
　一方、剥皮効果は当年限りであり、ジョイント
仕立て樹のように接ぎ木によって連結された樹で
あっても効果は剥皮を行った樹に限定されるた
め、安定した効果を得るためには毎年すべての樹
に対して実施する必要があることが分かった。
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